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Taiki Racing Club 2024 Yearlings
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栗東・辻野泰之廐舎 入廐予定

牡

繋養牧場：（有）ビクトリーホースランチ

母の父：ハーツクライ

生産：（有）ビクトリーホースランチ

2023年2月18日生（青鹿毛）

父：ホッコータルマエ

全400口　総額1,200万円／一口出資金30,000円／月々の維持費　1,750円／1口

Great Plains Lady(USA)

辻野泰之 調教師（栗東）

ローズキャサリン(USA)

スピーナ
出走、本馬は第3仔
ローズソーン：出走
ロザリアン：出走、現役

2009年生　鹿毛　荻伏産
【競走成績】
国内：36戦17勝　海外：3戦0勝
東京大賞典（G1）2回、チャンピオンズカップ（G1）、
川崎記念（JPN1）3回、帝王賞（JPN1）2回

【直近3年の種付頭数】
2021年172頭、2022年168頭、2023年159頭

【代表産駒】
ブリッツファング：兵庫CS（JPN2）
レディバグ：スパーキングLC（JPN3）
ゴライコウ：JBC2歳優駿（JPN3）

曾祖母

祖母

母 父

母の父
（有）大樹ファーム 荻野豊代表のコメント

※成績は2024年6月30日現在

ホッコータルマエ

©株式会社 優駿

ハーツクライ
2001年生　鹿毛　千歳産
【競走成績】 
国内：17戦4勝　海外：2戦1勝
ドバイシーマクラシック（G1）、有馬記念（G1）、京都新聞杯（G2）、
ジャパンC（G1）2着、宝塚記念（G1）2着

【母の父として】
エフフォーリア：有馬記念（G1）
 Tagaloa (AUS)：ＭＲＣブルーダイアモンドＳ（G1）
ケイデンスコール：マイラーズC（G2）
 トロワゼトワル：京成杯オータムH（G3）

米7勝　Mongo QueenS（L）、Turf AmazonH（L）、
BCジュヴェナイルFターフ（L）2着、アパラチアンS（G3）3着

不出走
[ 孫 ]Missdang Sal ly：米14勝、現役

Frans Lass(USA)4代母

米3勝　Jan JessieS（L）、La HabraS（L）３着

Metropo’ｓ Lass(USA)5代母

米2勝
Shanes Lass：米6勝　SororityS（L）2着
I r ishkite：米2勝　MoccasinS（L）2着
［ 孫 ］Macadamia：米2勝　Palo AltoH（L）2着
　 　 Golden Beau：伊3勝
　 　 P.Repubbliche Marinare（L）3着
［曾孫］ダンキンベンド：米10勝、現役　サプリングS（G3）

1981年8月29日生　大阪府出身
2020年免許取得　JRA通算86勝

【主な管理馬】
マスクトディーヴァ：阪神牝馬S（G2）
ミクソロジー：ダイヤモンドS（G3）
カラテ：新潟大賞典（G3）

ホッコータルマエ
鹿毛 2009年

キングカメハメハ
鹿毛 2001年

マダムチェロキー
鹿毛 2001年

Kingmambo(USA)

マンファス(IRE)

Cherokee Run(USA)

アンフォイルド(USA)

Mr. Prospector：S4×M5

スピーナ
青鹿毛 2016年

Great Plains Lady(USA)

Speightstown(USA)

アイリッシュダンス

サンデーサイレンス(USA)

ハーツクライ
鹿毛 2001年

ローズキャサリン(USA)
青鹿毛 2007年

2. スピーナの2３年産 Sire

Broodmare Sire

Family Line

Trainer

続く募集馬はスピーナの23年産。スラっと美しい印象

を受ける青鹿毛の馬体に、大きく立派なトモを持った

本馬は、ホッコータルマエ産駒のオトコ馬です。伸び

のある腹のラインから想像できる通り、ゆったりと四

肢の運びに加え、首を上手に使った完成度の高い歩

様を見せています。幼少期はよく食べよく寝る健康児

で、普段は温厚で人懐こく大人しい性格をしています

が、放牧地で遊びに誘われた時や何かに驚いたとき

などの身のこなしは素早いですね。大きな馬体で俊

敏な動きを見せるので、近くで見るととても迫力のあ

る走りですよ。現役時代の印象通りダート偏重のホッ

コータルマエ産駒ですが、キビキビした身のこなし

ができるので、現状でダート一本に絞るのは時期尚

早かなと思います。芝ダート問わず、中距離路線での

活躍をイメージしています。


